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も
、
決
し
て
僅
制
と
し
て
た
だ
ち
民
是
認
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
政
治

的
便
宜
の
上
の
い
わ
ば
必
要
惑
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
(
板
野
正

高
「
中
園
沿
岸
に
お
け
る
貿
易
と
外
交
」、

J
-
K
・
フ
ェ
ア
‘
ハ
ン
ク
著
・

書

評
『
ア
ジ
ア
研
究
』
一
ノ
二
)
と
の
べ
ら
れ
、
西
洋
の
衝
撃
が
も
た
ら
し
た
傑

約
健
制
に
つ
き
、
そ
れ
に
封
磨
し
た
市
閣
官
人
の
行
動
機
式
を
従
来
の
侍
統
的

制
度
設
展
の
過
程
と
し
て
で
は
な
く
、
西
洋
の
コ
ロ
ニ
プ
リ
ズ
ム
に
封
す
る

《
ナ
シ

ョ
ナ

ル
な
も
の
》
と
し
て
把
握
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
但
、
著
者
の

場
合
、
そ
の
《
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
も
の
》
は
、
あ
く
ま
で
西
洋
の
も
た
ら
し
た
篠

約
鰻
制
に
封
態
す
る
中
国
側
の
受
動
的
側
面
に
の
み
硯
鮎
が
あ
り
、
そ
の
封
態

を
通
し
て
中
関
側
が
模
索
し
た
自
立
的
姿
勢
が
捨
象
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
は
し

な
い
か
。
「
一
視
同
仁
」
に
基
づ
く
停
統
的
朝
貢
外
交
が
打
撃
を
受
け
、
闘
際

法
に
基
づ
く
合
理
的
外
交
に
き
り
代
っ
て
い
く
過
程
を
通
し
て
、
侵
略
の
ヴ

ェ

ー
ル
を
か
ぶ

っ
た
列
強
の
外
交
と
い
か
に
封
成
し
て
い
く
か
が
中
国
近
代
外
交

史
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
主
趨
と
な
り
得
た
の
は
、
中
園
の
賓
態
を
適
確
に
把

爆
し
ナ
シ
ョ
ナ
ル
(
民
族
主
義
)
の
立
場
に
た
っ
て
中
園
外
交
の
新
た
な
る
展

望
を
き
り
開
く
こ
と
を
主
張
し
得
た
一
部
の
憂
闘
の
士
以
外
に
あ
り
得
な
い
の

で
は
な
い
か
。
陳
天
撃
が
か
の
「
猛
回
頭
」
の
中
で
中
闘
の
瓜
分
の
危
機
を
訴

え
、
現
政
権
を
洋
人
の
朝
廷
で
あ
る
と
見
破
り
、
漢
民
族
に
よ
る
主
構
図
家
の

建
設
を
主
張
し
、
そ
れ
が
孫
文
等
の
園
民
革
命
の
精
紳
に
受
け

つ
が
れ
て
い
く

そ
こ
に
こ
そ
近
代
外
交
史
の
主
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
筆
者
は
外
交
史
研

究
の
全
く
の
素
人
で
あ
り
、
著
者
の
論
文
よ
り
多
く
の
も
の
を
事
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
。
五
回
園
の
近
代
外
交
史
研
究
は
、
戦
前
、
矢
野
仁
一
氏
が
『
近
代
支
那

外
交
史
』
と
い
う
労
作
を
褒
表
さ
れ
て
以
後
、
植
田
捷
雄
氏
の
『
東
洋
外
交
史

概
論
』
等
数
篤
を
除
い
て
こ
れ
と
い
っ
た
好
著
が
な
か
っ
た
。
そ
の
貼
、
著
者

が
本
著
を
公
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
外
交
史
研
究
に
き
わ
め
て
貴
重
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
ρ

今
後
、
著
者
を
始
め
多
く
の
研
究
者
が
外
交
史
の
分
野
に
お
い
て

盆
之
貰
り
の
あ
る
研
究
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
解

説
に
嘗
っ
て
或
い
は
著
者
の
員
意
を
解
き
ず
論
旨
を
誤
解
し
た
の
で
は
な
い
か

と
恐
れ
て
い
る
。
御
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

(

大

谷

敏

夫

)

、H
，
y
m
〉
ロ
ロ
巳
明
。
間
関

o
r
oロ
O
円

国
一0
・
の
『
同
国

d
E回
関

C
H回
一
回
円
〉

]
g
-
n
ω
2
-
2・

Hロ門古
田ロ由

C
ロ
2
2
2
q
】

MEσZ
2
2
0
5
〈

o
-ロ
HHMmHom-

-
ロ
全
自
白

C
ロ
Z
.
M
V
E
g
-
g
m
Y
H
邸
宅
・

。。

チ
ベ

ヅ
ト
史
の
流
れ
に
お
い
て
、
十
七
世
紀
前
半
に
お
け
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
政

権
の
成
立
は
劃
期
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
役
を
演
じ
た
の
は
「
偉
大
な

る
五
代
」
と
穂
せ
ら
れ
た
第
五
代
戸
ラ
イ
ラ
マ
で
あ
り
、
こ
の
政
権
樹
立
へ
の

プ
ロ
モ
ー
タ

ー
と
な
っ
た
の
は
・
/
ュ
ン
ガ
リ
ア
か
ら
青
海
へ
と
移
、
駐
し
た
ホ
シ

ョ
ト
部
の
部
長
グ
シ
カ
l
ン
で
あ
っ
た
。
政
局
獲
動
の
歴
史
的
経
過
に
つ
い
て

は
、
嘗
然
こ
の
二
人
の
事
蹟
へ
の
追
求
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

タ
ラ
イ

の
そ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
停
記
(
東
北
目
録

Z
0・印
E
S
の
中
に
若
干
の
記

述
は
あ
る
。
し
か
し
グ
シ

カ
l
ン
に
つ
い
て
の
侍
記
は
成
書
と
し
て
は
全
く
存

在
し
な
い
。
も
と
よ
り
第
五
代
ダ
ラ
イ
の
撰
し
た
悌
数
史
「
ソ
グ
デ
ン

シ
ヨ

ン
ヌ
ゥ
ガ
ト
ン
」
同
g
g岡田

Z
g
m印
7
8
E
仏
間
与
え
O
ロ
(
東
北
目
録

Z
0・

印
白
白
鳥
)
、
ス
ン
パ
ケ
ン
ボ
の
梯
数
史
「
パ
グ
サ
ム

ジ

ョ
ン
ザ
ン
」
ロ
宮
間
宮
田
包

ご

g
Z
E
な
ど
に
グ
シ
カ
l
ン
の
事
蹟
は
記
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な



114 

ぃ
。
し
か
し
そ
れ
も
ま
た
簡
単
な
記
述
だ
け
で
、
設
々
は
到
底
そ
れ
を
以
て
満

足
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
隣
邦
中
園
の
記
録

が
、
時
と
し
て
非
常
に
利
用
債
値
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
十
七

世
紀
前
半
は
明
清
鼎
革
の
際
に
嘗
り
、
明
・
清
い
ず
れ
の
側
に
も
充
分
な
記
録

は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
清
の
太
宗
・
世
租
の
時
代
に
ク
シ
カ
l
ン
が

使
を
盛
京
・
北
京
に
遣
わ
し
た
こ
と
は
記
録
に
見
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
箪
な

る
遺
使
の
事
買
だ
け
で
、
何
等
青
海
・
チ
ベ
ッ
ト
の
政
局
説
明
の
材
料
に
は
な

ら
な
い
。
い
わ
ば
、
こ
の
時
期
、
こ
の
地
域
の
情
勢
の
出
変
動
は
チ
ベ
ッ
ト
史
上

最
も
扱
い
に
く
い
分
野
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
に
一
道
の
光
明
を
費
す
文
献
が
最
近
現
れ
た
。
ス
ン
バ
ケ
ン

ボ
の
著
「
青
海
史
」
豆
g
r
o
z
g
匂
ニ
O
H司
5

8寝
耳

え

宮

笠

宮
Z
F
M

包
戸
町
田
向
島
自
白

y
g
S白
E
が
そ
れ
で
、
こ
の
書
は
著
者
八
十
三
歳
の
と

き
、
一
七
八
六
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
ロ
ケ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
氏
戸
o
r
g
r
【

U
Eロ
仏
同
曲
、
が
シ
ャ
タ
ピ

タ
カ
日
山
田
区
立
明
白
宮
の
第
十
二
谷
第
二
貌
と
し
て
「
ヴ
ァ
イ
ド
ゥ
l
リ
ア
セ
ル

ボ
」
〈
色
合
同
苫
曲
叩
同
唱
。
の
第
二
冊
を
出
し
た
と
き
、
そ
の
末
尾
に
こ
の
蓄

を
付
し
て
出
刊
し
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
書
は
ロ
ケ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
氏
の

も
と
に
あ
る
「
ス
ン
バ
ケ
ン
ボ
全
集
」
の

r
E
部
に
十
九
枚
の
テ
キ
ス
ト
と
し

て
枚
め
ら
れ
て
い
る
〈
口
同
区
間
ゲ
g
g
ご

oロ
σ
S昨
日
日
目
、
色
-vu、
F
D
r
g
y

①
 

【

U
Z
E円
P
阿
国
骨
円

O
E
a
oロ
H
H
)
。
内
容
は
チ
ベ
ッ
ト
側
の
青
梅
に
閲
す
る

古
い
停
承
か
ら
始
め
て
、
そ
の
歴
史
を
彼
の
著
作
の
時
代
ま
で
述
べ
、
併
せ
て

ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
歴
史
、
塞
外
の
地
理
、
著
者
の
政
な
ど
を
付
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
特
に
嘗
面
の
問
題
に
資
す
る
の
が
、
グ
シ
カ
l
y
の
進
駐
前
後
か
ら
の
青

海
の
歴
史
に
闘
す
る
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
今
ま
で
全

く
知
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
事
賓
の
数
々
を
穆
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
既
に
ベ
テ
ッ
ク
氏

T
E
B
O
M
M
2
2
r
は
そ
の
名
著

R
R
U
E
S
S仏

-
z
Z
E
H
V
O
何
回

H
q
g
p
の
S
E
q
-
v
a含
P
E
g
-
-
の
補
選
と
し
て

E
Z
D同
2
0ロ
吋

Fra自
国
5
0ミ
oご
Z
H∞
任
。
g
E
H予
、

H40口
口
問
可
曲

0・

5
-
-
F
H
H
W
E
d
-
品

1
1
間切

Hga--
を
書
い
た
と
き
、
こ
の
書
を
参
照
し
て
重

要
な
事
賓
を
幾
っ
か
明
ら
か
に
し
た
。
叉
我
が
園
で
は
山
口
瑞
鳳
氏
が
こ
の
書

を
利
用
し
て
、
「
願
寅
汗
の
チ
ベ
ッ
ト
支
配
に
至
る
経
緯
」
(
岩
井
博
士
古
稀
記

念
典
籍
論
集
、
東
京
、
昭
和
三
十
八
年
、
七
回
一
頁
以
下
)
を
畿
表
し
、
グ
シ

カ
l
ン
の
チ
ベ

ッ
ト
征
討
の
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
が
今

や
グ
シ
カ
l
ン
及
び
そ
れ
以
後
の
青
海
・
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
の
解
明
に
飲
く
べ

か
ら
ざ
る
文
献
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
は
宗
教
的
な

表
現
も
混
り
、
決
し
て
容
易
に
何
人
も
近
づ
き
得
る
文
献
で
は
な
か
っ
た
。

従
っ
て
こ
の
書
の
翻
誇
は
各
方
面
か
ら
待
望
さ
れ
て
い
た
が
、
迭
に
楊
和
渚

Z
0・n
y
E
J
Pロ
間
氏
に
よ
っ
て
そ
の
最
初
の
試
み
が
着
手
さ
れ
た
。
こ
こ
に

紹
介
す
る
本
書
が
即
ち
そ
れ
で
、
内
容
は
序
言
(
八
頁
〉
、
ロ

1
7
ナ
イ
ズ
し

た
テ
キ
ス
ト
(
一
八
頁
〉
、
英
誇

(二
六
頁
〉
、
註
稗
ハ
四
三
頁
)
、
参
考
文
献

(
六
頁
)
、
地
闘
(
ニ
頁
〉
な
ど
か
ら
成
り
、
金
蝿
闘
で
一
二
五
頁
程
の
冊
子
に

な
っ
て
い
る
。

楊
氏
は
テ
キ
ス
ト
の
中
頃
の
部
分
、
全
健
の
約
四
分
の
三
に
嘗
た
る
歴
史
の

部
分
を
謬
註
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
謬
は
概
ね
正
確
で
、
特
に
宗
教
的
記
述

の
部
分
は
原
典
は
甚
だ
難
し
い
文
章
な
の
で
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
人
の
事
者
の

助
力
を
得
て
、
よ
く
消
化
し
た
謬
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
歴
史
的
記
述
の
部
分

に
つ
い
て
も
、
テ
キ
ス
ト
の
陳
謝
時
だ
け
で
は
理
解
し
が
た
い
黙
が
多
い
の
で
、

そ
れ
ら
の
と
こ
ろ
は
従
来
の
諸
研
究
な
ら
び
に
中
園
文
献
な
ど
を
引
用
し
て
丹

念
な
註
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
は
一
一
層
利
用
し
や
す
い
形
で
提

供
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
先
ず
は
氏
の
勢
苦
に
敬
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の

-114-
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事
界
へ
の
寄
奥
も
ま
た
少
く
な
い
こ
と
を
喜
び
た
い
。
在
一
快
州
河
州
遠
外
葬
担
川
住
牧
、
離
透
約
有
企
・
月
之
程
、
扇
都
口
互
市
、
.

し
か
し
仔
細
に
徐
討
す
る
と
、
課
註
の
不
充
分
な
貼
、
或
は
問
題
と
な
る
貼
高
暦
十
七
年
犯
挑
河
、
至
今
革
除
貢
市
突
。

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
そ
れ
を
摘
記
し
て
批
判
と
考
察
を
進
め
て
み
た
と
説
明
し
て
お
り
、
こ
れ
は
明
史
容
三
二
七
・
谷
三
三

O
に
火
落
赤
が
葬
刺
・

担
工
の
爾
川
に
媛
っ
て
甘
涼
挑
眠
西
寧
聞
を
屡
4
犯
し
た
と
あ
る
の
と
一
致
す

(
-
)
二
九
頁
。

「
ト
メ

ッ
ト
の
ホ

ロ
チ
品
田

o
z
n
Z
が
彼
の
一
族
部
る
。
ま
た
そ
の
父
の
不
只
克
見
台
士
口
に
つ
い
て
は
「
笹
名
多
羅
土
蟹
」
と
あ
る

下
と
と
も
に
暫
く
こ
こ
(
青
海
〉
に
住
し
た
」
と
あ
る
。
ホ
ロ
チ
ェ
は

ozznF
か
ら
、
こ
れ
が
青
海
に
嬢
っ
た
ド
ロ
ン
ト
メ
ッ
ト
部

U
o
Z『
g
S
B
E
で
あ

で
あ
ろ
う
が
、
楊
氏
は
こ
れ
を
蒙
古
遊
牧
記
各
一
一
一
の
火
落
赤
と
し
、
更
に
明
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
と
す
る
と
、
以
上
三
人
の
火
落
赤
の
う
ち
、
最
後

史
容
三
二
七
外
園
停
縫
組
の
僚
に
出
る
ア
ル
タ
ン
カ
ー
ン
の
甥
唱
曲

E
・E
-

の
ド
ロ
ン
ト
メ

ッ
ト
系
の
火
落
赤
が
最
も
可
能
性
の
多
い
火
落
赤
と
な
り
、
明

司
宮
耳
に
韓
国
た
る
人
物
だ
と
し
て
い
る
。
成
程
明
史
容
三
三

O
に
は
火
落
赤
史
の
記
載
は
こ
の
一
一
一
人
の
事
蹟
を
混
消
し
て
一
人
の
人
物
と
し
て
し
ま
っ
た
の

は
ア
ル
タ
ン
カ
ー
ン
の
兄
メ
ル
ゲ
ン
ジ
ノ

ン
の
孫
セ
チ
エ
ン
タ
イ

ジ
の
弟
と
し
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
問
題
は
楊
氏
が
和
田
・
山
口
の
雨
氏

て
書
か
れ
、

北
虜
世
系
に
も
同
様
な
系
統
で
合
羅
赤
台
士
ロ
と
出
て
く
る

(和
田
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
な
ら
ば
、
本
課
本
に
書
か
れ
た
よ
う
な
簡
鼠
な
註
圃
揮
で

消
「
東
亜
史
研
究
」
蒙
古
篇
、
東
京
、
昭
和
三
十
四
年
、
七
二
八
頁
参
照
)
。
は
済
ま
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
明
史
容
三
二
七
に
は
、
彼
が
高
暦
三
十
五
年
〈
二
ハ
O
七
〉
ご
ろ
ま
で

つ
一
)
三
六
頁
。

一
六
三
六
年
に
ク
シ

カ
l
ン
は
「
イ
レ
J

円
二
冊
、
タ
リ
ム

青
海
で
活
躍
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
嘗
面
の
ホ
ロ
チ
L

を

簡

撃

に

吋

Z
己
目
、
へ

l
タ
グ

z
g
g問
、
大
ダ
ム
司
缶
百
円

7
2
3一
を
通
っ
て

こ
の
火
洛
赤
に
比
定
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
青
海
に
活
躍
し
た
ホ
ロ
チ
ェ
青
海
へ
進
駐
し
た
」
と
あ
る
。

こ
の
地
名
の
う
ち
、
へ

l
タ
グ
以
外
は
楊
氏

に
は
こ
の
他
に
ユ
ソ
シ
ェ
ブ
ゥ
の
大
成
台
吉
の
弟
匝
速
火
落
赤
把
都
見
台
吉
の
比
定
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
へ

l
タ
ク
を
楊
氏
は
「
比
定
で
き
な
い
」
と
す

が
あ
り
、
和
田
氏
は
こ
れ
が
問
題
の
火
落
赤
だ
と
す
る
(
和
田
前
掲
奮
六
八
一
る
。
こ
の
タ
シ
カ
l
ン
の
進
軍
路
は
明
か
に
タ
リ
ム
か
ら
ツ
ァ
イ
ダ
ム
沿
溢
を

頁
)
。

し
か
し
氏
の
示
す
北
虜
世
系
に
よ
る
原
闘
で
は
、
こ
の
火
落
赤
は
セ
チ
遇
っ
て
コ
コ
ノ

l
ル
へ
の
道
で
あ
る
。
放
に
出

g
g聞
は
嘗
然
ガ
ス
ノ

l
ル

エ
ン
タ
イ
ジ
の
叔
父
に
な
り
(和
田
前
掲
書
六
七
四
頁
〉
、
明
史
の
記
載
と
「
(
鳴
斯
様
爾
〉
「
白
色
『

Z
E『
去
の
近
迭
の
山
で
あ
ろ
う
。

g
m
と
い
う
ト
ル

致
し
な
い
。
そ
こ
に
一
抹
の
疑
念
が
残
る
の
で
あ
る
が
、
貨
は
も
う

一
人
の
火
コ
系
の
語
か
ら
す
れ
ば
、
国

g
は
ガ
ス
の
ト
ル
コ
説
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

落
赤
が
山
口
氏
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
山
口
前
掲
論
文
七
四
い
か
。
鳴
斯
路
の
重
要
性
は
こ
こ
で
説
く
ま
で
も
な
い
。

四
頁
〉
。
そ
れ
は
北
虜
世
系
に
、
ダ
ヤ
ン
カ
l
ン
の
第
四
子
我
折
爽
台
吉

(

7

2

一
)
四
一
頁
。
「
一
六
六
七
年
に
、
青
海
の
モ
ン
コ
ル
寧
は
西
寧
減
を
圏

ル
ス
ボ
ロ
ト
〉
の
系
統
と
し
て
記
さ
れ
る
も
の
で
、
我
折
の
子
不
只
克
見
台
土
ロ
ん
だ
が
、
中
園
の
大
軍
が
ロ
ン
ラ
ン
O
H
o
p
-
E
に
来
た
の
で
、
彼
等
は
再

の
子
火
落
赤
台
士
口
と
書
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
ハ
和
田
前
掲
書
七

O
九
頁
)
。
こ
び
卒
静
に
戻
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
ロ
ン
ラ
ン
を
楊
氏
は
「
比
定
不
可
能
」

の

系

譜

に

は

彼

に

つ

い

て

、

と

し

て

い

る

が

、

こ

の

こ

と

は

型

組

貫

録

康

照

六

年

三

六

六

七

)

八

月

辛

丑
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の
傑
に
、
山
西
峡
西
総
督
慮
崇
峻
の
疏
報
と
し
て
、
「
透
内
住
牧
の
番
族
が
皆

出
口
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
も
と
へ
戻
し
た
い
」
と
あ
り
、
更
に
各
十
月
乙
未

の
僚
に
同
総
督
の
報
と
し
て
「
突
議
事
故
に
備
え
る
た
め
、
自
分
は
荘
浪
に
出

動
し
た
が
、
ダ
ラ
イ
の
命
令
で
彼
等
が
罪
を
認
め
て
騎
誠
し
た
の
で
軍
を
恒
聞
し

た
い
」
と
あ
る
事
件
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
正
確
な
事
情
は
寅
録
の
記
事

で
も
暖
昧
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
ロ
ン
ラ
ン
は
こ
れ
に
よ
っ
て
荘
浪
(
甘
粛
省

在
浪
豚
)
に
嘗
て
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

(
四
)
四
二
頁
。
「
青
海
地
方
の
マ
チ
品
列
目
白

nyc
の
酔
に
あ
る
我
が

ハH

ス
ン
パ
ケ
ン
ボ
〉
生
れ
故
郷
の
ト
リ

H
，
r
o
z
は
・
:
:
」
と
あ
り
、
楊
氏

は
こ
の
ト
リ
の
位
置
を
説
明
し
て
い
な
い
が
、
十
三
排
圃
(
ま
た
は
清
代
一
統
地

岡
、
葦
北
、
一
九
六
六
年
、
二
一
七
頁
)
の
鵬
州
府
西
寧
府
の
聞
に
よ
る
と
、

青
海
の
南
の
黄
河
の
屈
曲
す
る
と
こ
ろ
に
托
皇
逮
巴
漢
(
ト
リ
峠

γ
托
里
布

担
克
(
ト
リ
泉
)
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
が
そ
の
地
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
確

に
マ
チ
ュ
(
黄
河
)
の
昨
で
あ
り
、
こ
こ
が
ス
ン
パ
の
生
地
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。
そ
こ
で
場
氏
が
疑
っ
て
い
る
通
り
(
八
二
頁
註
一
四
七
〉
、
ダ
ス

ω
R
2

。Z
E
5
0
8
が
ス
ン
パ
の
生
地
を
ず
ン
ル
ン
寺
(
西
寧
の
東
北
所
在
)
の

近
傍
に
お
く
の
は
(
巴
白
♂
、
H
，

z
r
rえ
ωロ
ヨ
唱
曲
宍

7
8
℃
0

・
』
〉
ω
P

5
g
u
司・

ω
3
省
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
ダ
ス
の
省
時
に
は
‘
コ
ン
ル
ン
も

ま
た
黄
河
の
傍
に
存
し
た
と
い
う
程
度
に
し
か
分
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
、
全
く
の
-
謀
と
い
う
の
も
酷
で
あ
ろ
う
。

ハ
五
〉
ま
た
右
に
関
聯
し
て
、
寺
院
の
建
て
ら
れ
た
ツ
て
フ
チ
占
寸
∞

zv

n
Z
が
や
は
り
錫
氏
で
は
「
不
明
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
青
海
東
南
港

の
の
与
三
百
円
(
恰
不
恰
〉
で
、
第
三
代
タ
ラ
イ
と
ア
ル
タ
ン
カ
ー
ン
と
が
曾

見
し
た
有
名
な
地
で
あ
る
。

2
0
四
六
頁
。
一
七
一
七
年
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
兵
、
が
ラ
サ
を
急
襲
し
た
際
の

ル
ー
ト
に
つ
い
て
「
レ
パ
ロ
円
虫
唱
曲
、
ナ
グ
ツ
ォ

γ

Z担
問

g
r
o降
、
ラ
ル
ガ

ン
己
百
円
聞
き
を
通
っ
て
ダ
ム
恒
缶
百
に
到
達
し
た
」
と
あ
る
。
ダ
ム
以

外
の
地
が
「
不
明
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
ナ
グ
ツ
オ
ン
は
ナ
グ
ツ

7

ン

Z
品

z
g
p
の
謀
で
あ
り
、
十
三
排
圃
ハ
一
統
地
圏
一
四
九
頁
〉
の
控

薩
・
羅
隆
宗
和
屯
の
聞
に
テ
ン
ダ
リ
ノ
l
ル
の
西
北
に
那
克
裁
と
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
ナ
グ
ツ
ァ
ン
は
通
常
の
地
闘
で
は
少
し
南
の
ツ

7
γ

ポ
河
寄
り
の

地
方
名
と
し
て
そ
の
位
置
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
北
限
は
こ
の
澄
ま
で

含
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ラ
ル
ガ
ン
は
同
じ
く
前
掲
十
三
排
聞
に
テ
ン

グ
リ
ノ

l
ル
の
東
に
控
爾
甘
達
巴
漢
(
ラ
ル
ガ
ン
峠
〉
と
あ
る
も
の
に
相
違
な

い
。
レ
パ
は
遺
憾
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。

(
七
)
四
七
頁
。
一
七
二

O
年
に
第
七
代
ダ
ラ
イ
が
清
寧
と
と
も
に
ラ
サ
に

入
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
が
、
清
箪
の
筆
頭
に

P
5
8
ω
E
8
z
g
n
cロ

ロ
zb
耳
立
が
あ
り
、
楊
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
康
照
帝
の
子
の
允
織
を
指

す
。
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
語
の
呼
稀
は
奇
妙
で
あ
る
が
、
直
諌
す
れ
ば
「
第
十
四
皇

子
将
軍
親
王
」
で
あ
ろ
う
。

(
八
〉
同
頁
に
行
を
と
も
に
し
た
「
中
閣
の
支
配
者

(
H皇
帝
)
の
大
臣
の

ア
タ
ハ
タ
〉

g
z
g」
と
い
う
の
が
あ
る
。
楊
氏
は
や
は
り
「
不
明
」
と

す
る
が
、
満
洲
語
の
〉

E
E
E
P包
含
(
侍
靖
積
率
土
)
の
略
さ
れ
た
形
で

あ
ろ
う
。
こ
の
進
駐
軍
と
と
も
に
ラ
サ
に
入
っ
た
侍
讃
率
土
は
満
都
で
あ
り
、

満
都
は
ラ
+
で
同
僚
の
巴
特
臓
と
不
和
に
な
り
、
.
軍
司
令
官
の
ツ
ェ
ワ
ソ
ノ
ル

ブ
を
非
常
に
困
惑
さ
せ
た
。
二
人
の
不
和
に
つ
い
て
は
ベ
テ
ッ
ク
氏
が
既
に
注

意
し
て
い
る
(
前
掲
の
玄
口
問
白
ロ
ι
叶

5
2・
M
y
a
)
参
照
。

(
九
〉
同
頁
下
段
に
、
同
時
に
進
駐
を
助
け
た
青
海
ホ
シ
ョ
ト
の
諸
侯
の
名

が
連
ね
て
あ
る
が
、

〔
-
}
「
り
関
白
f
E白
ロ
m
H
R
ロ
F

Y

ロ
曲
目
凶
』
ロ
ロ
唱
由
民
V

は
、
吋
四
-
l
n
y
F
P

-116-
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V
0
2
n
Z
で
あ
る
」
と
原
註
が
あ
る
か
ら
、
楊
氏
の
い
う
こ
と
く
岱
育
和

碩
菰
円
で
あ
る
(
九

O
頁
)
。
し
か
し
岱
青
和
碩
湾

Daw-目
m
A
0
2苫
ロ
は

稽
披
で
、
本
名
チ
ャ
ガ
ン

タ
ン
ジ
ン
わ
々

E

E三
百
(
察
竿
丹
津
)
の
方

が
有
名
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
名
を
出
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

〔
二
〕
次
の
何
門
広
三

R
r
E
は
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
l

何
丘
町
民

R
Z
S♀
oEF
で
、
難
正
元
年
の
ロ
ブ
サ
ン

タ
ン
ジ
ン
の
敗
退

後
、
彼
に
代
っ
て
左
繁
の
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

〔
三
〕
冨
巾
円
四

g
g
f
F
ロ
7
5
は
グ
シ
カ
l
ン
の
第
四
子
オ
ン
ボ
。

B
E

の
孫
の
メ
ル
ゲ
ン
ダ
イ
チ
ン
宮
市
H
m
g
E
1
2ロ
聞
で
あ
ろ
う
(
欽
定
外
藩

蒙
古
回
部
王
公
表
停
〔
以
下
表
停
と
略
〕
轡
八
一
掲
出
)
。

〔四
〕

出
包
間
的

S
E
凹
芝
曲
宮
は
右
の
オ
ン
ボ
の
曾
孫
済
克
済
礼
布
で
、

南
右
翼
末
旗
の
租
と
な
っ
た
者
で
あ
る
。

〔五〕

U
m
品

E
E
σ
r
H白
色
印
は
グ
シ
カ
l
ン
の
長
子
F
ヤ
ン
ロ
ミ
白
ロ

の
曾
孫
鳴
動
丹
達
什
で
パ
南
左
翼
後
旗
の
組
。
こ
の
二
人
に
隠
す
る
楊
氏
の

比
定
は
誤

っ
て
い
な
い
が
、
旗
名
を
出
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

(一

O
〉
四
九
頁
。
薙
正
元
年
(
一
七
二
三
)
に
起
っ
た
青
海
の
ロ
フ
サ
ン

タ
ン
シ
ン
の
反
飢
は
従
来
そ
の
原
因
が
明
か
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
ス

γ
パ
は

こ
こ
に
ラ
サ
ン
カ
I
ン
の
死
を
以
て
ホ
シ
ョ
ト
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
支
配
権

が
清
朝
に
打
切
ら
れ
た
こ
と
に
謝
す
る
反
感
の
高
ま
り
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
我
々
に
飢
の
背
後
関
係
を
充
分
に
考
察
す
る
手
が
か
り
を
輿
え
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
記
述
の
重
要
性
と
飢
の
名
が
「
ロ
プ
サ
ン
タ
ン
ジ
ン
の
飢
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
こ
と
と
は
や
は
り
は
っ
き
り
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

(
一
一
)
五
三
頁
。
こ
こ
に
ス
ン
パ
は
一
七
八
六
年
(
乾
隆
五
十
一
年
)
に

お
け
る
青
海
諸
侯
の
名
を
多
く
暴
げ
て
い
る
。
楊
氏
は
そ
の
全
部
に
つ
い
て
何

等
考
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
が
、
二
三
を
除
い
て
は
比
定
可
能
で
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
左
に
衡
軍
に
説
明
し
よ
う
。

右
翼
に
つ
い
て
。

〔
一
〕
君
主

Z
白
m
F
E
L
R
H四
百
九
前
掲
チ
ャ
ガ
ン
タ
ン
ジ
ン
の

曾
孫
で
、
親
王
納
宰
達
爾
済
と
書
さ
れ
る
者
で
あ
ろ
う
(
表
停
車
也
八
二
)
。

納
容
は

Z
ミ
告
で
、

Z
白
問
先
高
岳
の
オ
イ
ラ
ー
ト
詑
と
考
え
ら
れ
る
。
前

頭
旗
。〔
一
己
ロ
8

8阿
国

-
o
z
g
z
gロ
主
的
白
。

ク
シ
カ
l
ン
の
第
五
子

イ
ル
ド
ゥ
チ

H-ι
ロ
巳
の
曾
孫
控
礼
布
の
系
統
羅
卜
戴
丹
津
。
礼
薩
克
一
等

台
士
ロ
(
表
停
車
世
八
八
)
。
南
左
翼
中
旗
。

〔
三
〕
り

g
g
m
穴

z
f
σ
E
B。
同
じ
く
イ
ル
ド
ゥ
チ
の
曾
孫
阿
刷
布

坦
札
木
蘇
の
孫
隆
賞
。
礼
薩
克
輔
国
公
(
表
停
車
也
八
七
)
。
南
右
翼
中
旗
。

左
翼
に
つ
い
て
。

〔
四
〕
巧
包

F
a
s目的
E
D
H
-。
グ
シ
カ
l
ン
の
第
六
子
ド
ル
ジ

ロ
R
K
の
曾
孫
朋
素
克
旺
礼
勃
の
孫
索
諾
木
多
爾
済
。
多
羅
郡
王
(
表
停
容

八
二
)
。
西
前
旗
。

〔
五
〕
の
白
z
r
R
毛
色
。
グ
シ
カ
l
ン
の
第
三
子
タ
ラ
ン
タ
イ
ロ
中

-
2
5
の
子
衰
布
の
系
統
の
剛
鳴
爾
。
礼
薩
克
多
羅
郡
王
(
表
停
車
也
八
三
)
。

前
左
翼
頭
旗
。

〔六〕

E

Z
伺
ヒ
民
的
自
包

3
m
g。
前
掲
ド
ル
ジ
の
子
薩
楚
墨
爾
根

の
系
統
の
済
克
歎
特
伊
付
。
礼
薩
克
多
羅
貝
勅
(
表
停
谷
八
四
〉
。
西
後
旗
。

〔
七
〕
の
E
P
U
m巾

Z
S
号
口
開
門
口
『
。
前
掲
ダ
ヤ

γ
の
第
五
子
索
諾

木
逮
什
の
系
統
の
根
敦
端
多
布
。
礼
薩
克
輔
闘
公
(
表
停
出
世
八
六
)
。
南
右

翼
後
旗
。
〔
八
〕
の
己
岡
山
の
r
D白
井
百
円
凶
尖
苫
官
。
前
掲
タ
ヤ
ン
の
末
子
墨
爾
根
諾

顔
の
曾
孫
吹
鍾
礼
布
。
礼
薩
克
輔
園
公
(
表
停
車
也
八
六
〉
。
北
前
旗
。

弓'
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〔
九
〕
ロ

g
g
m
穴
5
r
g
p
z
Z
E凶。
前
掲
オ

ン
ボ
の
孫
納
木
礼
助

の
曾
孫
恭
桑
車
凌
。
礼
薩
克
一
等
台
士
ロ
〈
表
停
車
也
八
四
)
。
南
左
翼
末
旗
。

〔一

O
〕
り

g
g問
。
官
二
世

εc円。
ド
ル
ジ
の
曾
孫
額
爾
克
巳
勧
珠
爾

の
次
子
伊
什
多
勅
礼
布
の
孫
に
省
た
る
巴
勅
珠
爾
。
礼
薩
克
一
等
台
吉
(
表

停
容
八
八
三
北
左
末
旗
。

〔
一
一
〕

0
8
8
m
2
d苫
m
L
D
H。
前
掲
エ
ル
デ
ニ
ト
ク
ト
ネ
l
の
子

車
凌
多
爾
演
の
系
統
沙
克
都
爾
。
礼
暖
克
一

等
台
士
ロ
(
表
侍
省
八
八
)。
南

左
翼
次
旗
。

〔
二
己

U
g
回
国
間
∞

g
L
Z。
前
掲
オ
ン
ボ
の
孫
納
木
礼
勧
の
弟
阿

剰
布
坦
の
孫
班
第
。
礼
薩
克
一
等
台
士
ロ
(
表
停
魯
八
七
)
。
西
右
翼
前
旗
。

〔二一一〕

0
8
8四
Z
O
H
E
ロロ

n
Zロ
。
前
掲
オ
ン
ボ
の
曾
孫
済
克

済
礼
布
の
曾
孫
諾
爾
布
説
明
日
め
。
札
薩
克
一
等
台
吉
(
表
停
容
八
五
〉
。
南
右

翼
末
旗
。
〔
一
四
〕

0
8
8
m
河内由。『』冊
。
ク

シ
カ
l
ン
の
第
四
子
ア
ユ

シ
〉
〕
言
訟

の
末
子
礼
布
の
曾
孫
車
凌
多
爾
済
で
あ
ろ
う
か
。
礼
麗
克
一
等
台
吉
ハ
表
侍

容
八
七
〉
。
東
上
旗
。

〔
一
五
〕
穴
Y

日

-zm印
ゲ
巾
包
切

-
o
F
g
b
S
F自
ゲ
ユ
同
ロ
。
グ
シ
カ
l
ン

の
第
八
子
桑
鳴
爾
礼
の
孫
索
諾
木
逮
什
の
系
統
の
羅
卜
戴
色
布
騰
。
間
散
員

子
(
表
停
倉
八
五
)
。

〔
二
ハ
〕

o
g
g
m
戸

Z
凹
r
E
Z。
前
掲
桑
鳴
爾
礼
の
子
塔
護
博
羅
特

の
系
統
の
技
礼
布
。
礼
蔭
克
一
等
台
土
ロ
ハ
表
停
容
八
五
)
。
北
左
旗
。

〔
一
七

H
u
g
g
m
ロ
岡
市
主
ロ
ロ
件
若
宮
。
前
掲
オ
ン
ボ
の
孫
額
燐
め

逮
什
の
曾
孫
根
教
礼
布
。
礼
謹
克
一
等
台
士
回
(
表
停
轡
八
七
〉
。
北
右
末
旗
。

〔
一
八
〕
、
吋
曲
r
g
E
B
U
g
g
m
U間
島
]
皆
ロ

vmgロ
凹

S
o
F。
グ

シ
カ
l
ン
の
第
七
子
瑚
噌
木
什

0
0
2
5
訟
の
孫
色
布
陣
腸
博
碩
克
圃
の
玄
孫

鳴
爾
丹
丹
忠
。
礼
薩
克
一
等
台
士
ロ
〈
表
停
各
八
八
三
酉
右
翼
後
旗
。

〔
一
九
〕

u
s
g聞
の

7
2
Z
Eロ
Mr苫
官
。
グ

シ
カ
l
ン
の
弟
色
稜

恰
坦
巴
闘
爾
の
曾
孫
恰
爾
恰
斯
の
子
吹
忠
礼
布
。
礼
薩
克
一
等
台
士
口
(
表
停

倉
八
七
〉
。
西
右
翼
後
旗
。

〔二

O
〕

U
g
g四
回
目
白
田

mU
口
r
g
g
z
-。
グ
シ

カ
l
γ

の
兄
恰
納

克
土
謝
圃
の
玄
孫
車
凌
納
木
礼
勅
の
孫
遥
什
草
木
伯
勤
。
公
中
礼
薩
克
一
等

台
士
回
(
表
樽
昌
也
九

O
Y
商
右
翼
中
旗
。

っ
こ
〕
』
E
口
町
田
同
市
F
Z
ハU
Y
O
由回
r可
D
P凹}内可出
σ師
。
バ
ト
ル
ホ
ン
タ
イ

ジ
の
子
卓
特
巴
巴
特
爾
の
系
統
の
吹
忠
礼
布
。
礼
薩
克
多
羅
貝
勤
(
表
待
出
也

八
三
〉
。
南
右
舞
頭
旗
。

ジ
ュ
ン
ガ
ル
系
。

つ
コ
己
∞
。
弘
司
円

r
F
g
E
N
Z
E。
バ
ト
ル
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
子
卓

哩
克
闘
和
碩
車
問
の
孫
阿
刷
布
坦
の
孫
旗
門
歎
特
丹
巴
と
す
れ
ば
、
礼
薩
克
固
山

貝
子
(
表
停
車
也
八
六
〉
。
北
中
旗
。
但
し
名
の
「
丹
巴
」
が
正
し
け
れ
ば
、

江
由
宮
は
『

2
2
宮
で
あ
ろ
う
。

ジ
ュ
ン
ガ
ル
系
。

つ
三
己
目
。
骨
の
ロ
島
知
S
百
四
江
口
。
ホ
イ
卜
部
の
租
卓
哩
克
圃
和
碩

賓
の
孫
貢
格
の
曾
孫
逮
潟
燐
。
礼
蔭
克
輔
園
公
ハ
表
停
昌
也
八
六
)
。
南
旗
。

白
色
町
は
輝
特
部

0
0司
王
の
意
。

〔
二
四
〕

H
，
FDH
阿
君
。
円
山
口

8
8
m
u
r
oロ
ヨ

nro開
。
ト
ル
ゴ

l
ト
部
の

組
、
貝
果
那
爾
動
克
の
弟
翁
貴
の
曾
孫
阿
動
達
爾
の
系
統
の
衰
楚
克
。
礼
蔭

克
一
等
台
士
ロ
〈
表
縛
轡
八
九
)
。
+
雨
前
旗
。
ト
ル
.
コ

l
ト
系
。

〔
二
五
〕
ロ

8

8問
ω旬
。
]
自
由
美
苫
σ曲
。
前
掲
阿
勘
違
磁
の
兄
阿
玉
什

の
玄
孫
都
勤
務
礼
布
。
礼
薩
克
一
等
台
吉
(
表
停
車
也
八
九
〉
。
南
後
旗
。
ト

ル
ゴ

i
ト
系
。

〔
二
六
〕
り

g
g
m
C円円

q
g。
前
掲
貝
果
都
爾
動
克
の
子
保
蘭
阿
鳴

動
放
の
弟
葬
海
の
孫
格
持
動
圃
の
玄
孫
烏
爾
占
。
れ
麓
克
一
等
台
士
ロ
〈
表
停
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容
八
九
)
。
西
旗
。
ト
ル
ゴ

l
ト
系
。

〔
二
七
〕

o
g
g
m
∞g
s
Z
E
V
『
雪
印
ヨ
g
r
o。
前
掲
保
蘭
阿
鳴
動

琉
の
曾
孫
索
諾
木
側
布
坦
多
爾
済
の
曾
孫
護
木
都
布
礼
木
素
。
礼
薩
克
一
位
一寸

台
土
ロ
(
表
侍
単
位
八
九
)
。
南
中
旗
。
ト
ル
ゴ

l
ト
系
。

〔
二
八
〕
出
血
こ
戸
白

0
2
8
m
H，
各
叩
予
由
同
。
外
蒙
カ
ル
カ
の
租
ゲ
レ
セ

ン
ジ
L

の
末
子
郁
特
歎
諾
顔
の
子
多
爾
済
阿
痢
布
坦
伊
勅
登
の
系
統
の
車
徳

爾
1

公
中
礼
蔭
克
一
紘
一
寸
台
土
口
(
表
停
容
九

O
〉。
南
右
旗
a

カ
ル
カ
系
。

ア
ラ
シ
ャ
ン
に
つ
い
て
。

〔
二
九
〕
出
。
台
。
r
E
耳
目

m
f
u
r
E一
n
r
g
仏司白
-
f
r白
円
。
グ
シ
カ
l

ン
の
第
四
子
ア
ユ
シ
の
子
和
嘱
理
の
系
統
の
旺
必
班
巴
爾
。
礼
薩
克
和
碩
親

王
(
表
停
場
八

O
)。

他
に
つ
い
て
。

〔三

O
〕
の

E
m含
と

m
g
Z
Z窓口
。
グ
シ
カ
l
ン
の
第
七
子
瑚
魯

木
什
の
孫
逮
什
惇
多
布
の
玄
孫
車
爾
登
多
爾
演
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
礼

薩
克
固
山
貝
子
で
(
表
停
昌
也
八
五
)
、
北
右
旗
で
あ
る
が
、
「
公
」
と
あ
る
の

が
一
致
し
な
い
。
暫
く
疑
を
残
し
て
お
く
。

(
一
二
)
六

O
頁
註
二
三
に
カ
ル
マ
パ
の
説
明
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
カ
ル
マ

パ
の
う
ち
で
カ
ル
7

シ
ャ
マ
ル
パ
(
紅
帽
波
)
同
R
ヨ
白
与
者
同

LB
R
宮

で

あ
る
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。
カ
ル
マ
パ
の
略
史
に
つ
い
て
は
楊
氏
が

一

O
三
頁
に
摩
げ
る
が
ご
と
く
リ
チ
ャ

l
ド
ス
ン
氏
出
口
事
開
・

H
N
F
n
y
R牛
田
O

ロ

の
宏
、
H，Y
巾
穴
白
『
自
由
・
宮

ω巾n
y
』

HN
〉

ω・
H
S
∞之

、が
重
要
な
文
献
で
あ
る
。

た
だ
楊
氏
は
こ
の
リ
チ
ャ

l
ド
ス
ン
氏
の
文
献
は

P
-
H
の
み
で

3
・
F

同
列
〉

ω・
E
自
由
を
摩
げ
て
い
な
い
の
は
理
解
で
き
な
い
。
特
に
こ
の
後
者
の
最

後
に
は
、
カ
ル
マ
パ
四
波
の
歴
代
活
併
の
表
が
付
さ
れ
て
い
て
頗
る
有
用
だ
か

ら
で
あ
る
。

以
上
は
気
の
つ
く
ま
ま
に
補
註
の
形
で
細
か
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
全
信
と

し
て
見
る
と
き
、
文
献
の
利
用
に
つ
い
て
も
未
だ
し
の
感
が
な
き
に
し
も
非
ず

で
あ
る
。
例
え
ば
「
参
考
文
献
I
チ
ベ
ッ
ト
ー史
料
」
の
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
一

般
的
な
チ
ベ
ッ
ト
文
献
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
第
五
・
六
・
七
代
の
ダ
ラ
イ
ラ

マ
の
停
記
、
第
二
・
三
代
パ
ン
チ
ふ
ン
ラ
マ
の
侍
記
、
ポ
ラ
ネ

1
2
0
-
Z

E
∞
の
停
記
な
ど
は
摩
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
E
中
国
史
料
」
に
は
基
本

的
な
も
の
と
し
て
明
史
・
清
史
稿
・
東
華
録
・
皇
朝
溶
部
要
略
・
聖
武
記
な
ど

が
一
一
腹
壁
、け
ら
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
よ
り
根
本
的
な
も
の
と
し
て
、
現
在
で

は
明
貫
録
・
清
朝
貫
録
が
利
用
さ
る
べ
き
で
、
卒
定
準
鳴
爾
方
略
・
西
域
同
文

士
山
・
外
藩
蒙
古
田
部
王
公
表
侍
も
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
筈
で
る
る
。
地
固
と
し
て

も
清
十
三
排
闘
が
嘗
然
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
ベ
テ
ッ
ク
氏
が
一
九
五

O
年
に
前
掲
‘
己
主
口
同
曲

E
d
z
t
を
書
い
た
と
き
の
成
功
の
一
斑
は
清
朝

貫
録
を
利
用
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
同
じ
く
前
掲

E
Z
O
丹市夕、叶閉
J

H
岨

2
3

を
書
い
た
と
き
に
は
藩
部
要
略
・
同
文
志
を
利
用
し
て
多
大
の
数
果
を
農
げ
た

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
研
究
の
水
準
は
一
腹
定
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
楊
氏
は

中
園
文
献
に
も
明
る
い
筈
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
黙
は
1

一
一
暦
の
努
力
を
傾
け
て
ほ

し
か
っ
た
。
日
本
の
文
献
で
も
明
代
蒙
古
に
闘
し
て
は
、
前
掲
の
和
田
氏
の
大

著
「
東
亜
史
研
究
」
蒙
古
篇
が
劃
期
的
な
研
究
で
あ
る
し
、
四
オ
イ
ラ
ー
ト
に

閲
し
て
は
羽
田
明
氏
の
幾
多
の
優
れ
た
論
考
が
あ
り
、
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ

った。右
は
思
う
に
任
せ
て
率
直
な
批
剣
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
の

皐
界
へ
の
寄
奥
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
右
に
述
べ
た
こ
と
は
細
微
な
破
産
と

も
い
う
べ
き
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
氏
の
努
苦
を
思
う
と
と
も
に
こ
の
書
の
出

刊
を
心
か
ら
歓
迎
し
、
前
途
有
国
府
な
新
し
い
チ
ベ

ッ
ト
撃
者
が
出
現
し
た
こ
と

を

伺

撃

の

土

と

と

も

に

喜

び

た

い

と

思

う

。

(

佐

藤

長

)
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註①
「
ス
ン
パ
ケ
ン
ボ
全
集
」
の
版
木
は
蹄
緩
(
厚
和
市
)
の
北
の
ウ
ス
ト
召

に
も
あ
り
、
そ
の
目
録
は
長
尾
氏
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
た

(
長
尾
雅
人
「
蒙
古
事
問
寺
」
京
都
、
昭
和
二
十
二
年
、
一
一
一
一
八
頁
以
下
〉
。

し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
そ
の
中
に
は
「
青
海
史
」
は
見
嘗
ら
な
い
。

附
記
本
文
の
チ
ベ
ッ
ト
語
の

p
l
マ
ナ
イ
ズ
は
寺
本
式
で
あ
り
、
楊
氏
の
そ

れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
了
承
頗
い
た
い
。

追
記
(
一
)
右
註
①
に
ウ
ス
ト
召
目
録
に
「
青
海
史
」
が
党
首
ら
な
い
こ
と
を
述

べ
た
が
、
本
文
に
い
う
ご
と
く
ロ
ケ
シ
ι

・
チ
ャ

γ
ド
ラ
氏
の
紹
介
し
た
ス

ン
バ
ケ
シ
ボ
全
集
の
目
録

r
Z
の
部
に
は
明
ら
か
に
そ
の
書
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
一
方
揚
氏
は
そ
の
も
と
の
テ
キ
ス
ト
が
求
め
得
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
ロ
ケ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
氏
編
纂
の

ω色
白
な
宮
古
〈
c
-
-
H
N
(
N
)

の

そ
れ
を
テ
キ
ス
ト
に
用
い
、
ベ
テ
ッ
ク
氏
も
同
様
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て

研
究
の
材
料
に
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
に
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
も

こ
の
書
の
も
と
の
版
本
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の

書
の
版
本
が
賓
は
日
本
の
京
都
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
一
九
七

O
年
十
二
月
六
日
に
、
大
谷
大
事
の
嘗
番
で
、
東
本
願
寺
同
期
曾
館
に
お
い

て
、
本
年
度
の
日
本
西
裁
製
曾
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
席
上
、
大
谷
大
事
の
片

野
道
雄
氏
は
、
谷
大
に
蕨
せ
ら
れ
る
臓
外
文
献
の
数
々
を
紹
介
せ
ら
れ
た
が
、

中
に
ス
ン
バ
ケ
ン
ボ
の
全
集
が
あ
り
、
そ
れ
は
多
少
の
飲
頁
は
あ
る
が
、
ロ

ヶ
シ
ι

・
チ
ャ
ン
ド
ラ
氏
の
目
録
に
一
致
す
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
私
は
直
に
そ
れ
に
「
青
梅
史
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

質
問
し
た
の
で
あ
る
が
、
後
日
氏
の
再
調
査
に
よ
り
、
こ
の
「
青
海
史
」
が
一

枚
も
飲
け
る
こ
と
な
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
買
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
、
設
々
は
シ
ャ
ピ
タ
カ
本
の
接
っ
た
テ
キ
ス
ト

を
迭
に
我
が
園
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
ス
ン
パ
全
集
に
は
例
の
パ
グ
サ
ム
ジ
ョ
ン
サ
ン
が
そ
の
ま
ま
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
か
ら
、
バ
グ
サ
ム
に
関
し
て
も
我
々
は
、
ダ
ス
氏

ω・ゎ
7

・
u
g

が
一
九

O
八
年
に
出
刊
し
た
、
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
の
多
い
、
不
完
全
な
テ
キ
ス

ト
よ
り
も
一
一
暦
正
確
な
も
と
の
版
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
谷
大
で
は
目
下
目
録
を
作
成
中
で
あ
り
、
七
一
年
に
は
出
版
の

見
込
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
我
々
は
そ
の
完
成
を
心
か
ら
期
待
す
る
と
同
時

に
、
爾
書
の
我
が
闘
に
お
け
る
夜
見
を
、
同
事
の
士
と
と
も
に
慶
び
た
い
と

思
う
。
な
お
ζ

の
雨
警
に
つ
い
で
、
片
野
氏
が
再
三
精
査
の
凪
討
を
と
ら
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(
二
〉
本
書
評
校
正
中
に
、
新
に
出
版
さ
れ
た

z
N
岳
町
己
注
目
白
〉

rsEW

ω
E
C，、H
，
F
2白
ロ
列
。
-
丘
町
D
ロ∞

Z
H
Y巾

ω夕、。ロ丹市開ロ同『

(U2MZ円
M
ご

ω冊
ユ
冊

。ュg
s
z
m
o
s
s
M戸・
M
N
O
B
P
z
a
-
-
を
西
国
龍
雄
氏
の
好
意
で
見
る

を
得
た
が
、
こ
れ
は
、
著
者
は
「
公
的
な
記
録
の
み
に
よ
る
」
と
い
っ
て
は

い
る
が
、
中
園
・
チ
ベ
ッ
ト
雨
闘
の
文
献
を
自
在
に
駆
使
し
、
現
在
で
は
最

高
の
レ
ベ
ル
で
書
か
れ
た
歴
史
研
究
書
で
あ
る
。
省
然
「
青
海
史
」
も
氏
自

ら
の
翻
謬
で
、
中
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
楊
氏
の
課
と
比
較
検
討
さ
れ
る

べ
き
黙
も
少
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
書
評
で
の
利
用
は
時
間
的
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
に
は
鍋
れ
な
い
が
、
一
腹
こ
の
蓄
が
出
版
さ
れ
、
参

考
に
資
す
る
鮎
が
多
い
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
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